
地域密着型サービス 運営推進会議 報告書 

 

事業所名：小規模ホームあんきな 

ｻｰﾋﾞｽ種類：□グループホーム ・ ■小規模多機能型居宅介護 

     □地域密着型介護老人福祉施設入居者生活介護 

     □地域密着型通所介護 ・ □認知症対応型通所介護  

 

日 時 ：令和 3 年 11 月 17 日（水） 9：30～10：00 

 

出 席 者 ： 10 人 

 

利用者代表 欠席 知見を有する者 1 人 

利用者家族 1 人 大田市職員 1 人 

地域住民の代表 3 人 民生委員 1 人 

駐在所巡査長 1 人   

事業所職員（職名： 管理者、介護職員） 2 人 

 

議 題 ：  

1. 登録実績と利用状況について ＊別紙レジュメ参照 

2 行事について 

3 近況報告 

4．その他 意見交換 

 

報告事項 

1．登録実績と利用状況について 

・配布資料を基に説明を行った。 

2．行事について 

 ・配布資料を基に説明を行った。 

3．近況報告 

 ・小規模ホームあんきなでの事業目標として「ご利用者が充実した日々を過ごす

ことができるように支援する」を基にご家族にご利用者様が自宅やあんきなで

取り組んでほしい事をアンケートにして取り組みを始めていることを説明し

た。 

4．その他、意見交換 

 （知見者）登録実績の休止というのはどういう意味なのか、25 名以上になった 

       ことはあるのか、又は要支援の方は受け入れしていないのか 

 （職 員）登録実績の休止は入院をされた場合は休止となることを説明した。 

定員超過したことはありません。要支援の方の受け入れは可能である 

が現在申し込みはない状態です。 



 （）夜間想定避難訓練はどのように行ったのか 

 （職 員）実際に利用者も参加していただいたが本来であれば避難場所に誘導を  

行う予定でしたが天候状況で気温が下がり寒かった為玄関入り口まで

の避難としました。 

      夜間想定の為、施設内もカーテンを閉めて夜の環境設定で行った。 

      消防署の方の立ち合いのもと行ったが前回より緊迫した雰囲気がなか 

      ったとの意見もありました。担当者が中心となって改善すべき点は改 

善に向けての取り組みをしています。 

 （地域代表）グランドゴルフのメンバーで、災害時に応援をしたいと話しているが 

      実際に何ができるのかわからない 

 （職 員）災害時には施設の職だけの力は限られているので、地域の方々の協力 

      が必要になります。地域の方々からそのような声をいただけることは 

      大変うれしく思います。地域の方に協力していただく内容については 

      施設の中に入って利用者を非難誘導していただくということは少ない 

と思います。外に避難された利用者の対応をしていただくことになる 

と思います。今年度計画された避難訓練は終わったので、次年度の開 

催の際には連絡するので是非参加してください。 

         

 

 

 

 

 次回開催日：令和 4 年 1 月 19 日（水曜日）10：00～10：30 

       外部評価実施予定 

  

 

 

 

 

  



地域密着型サービス 運営推進会議 報告書 

 

事業所名：グループホーム たてがみの郷 

ｻｰﾋﾞｽ種類：■グループホーム ・ □小規模多機能型居宅介護 

     □地域密着型介護老人福祉施設入居者生活介護 

     □地域密着型通所介護 ・ □認知症対応型通所介護  

 

日 時 ：令和 3 年 11 月 17 日（水）10：00～10：30 

 

出 席 者 ： 9 人 

利用者代表 0 人 知見を有する者 1 人 

利用者家族 1 人 大田市職員 1 人 

地域住民の代表 2 人 民生委員 1 人 

駐在所巡査長 1 人   

事業所職員（職名：管理者、リーダー ） 2 人 

 

議 題 ：  

2. 登録実績と利用状況 別紙レジュメ参照 

3. 近況報告 

4. 施設内見学の感想等 

5. その他 意見交換 

 

報告事項： 

１．登録実績と利用状況、近況報告  

  ・配布資料により確認いただく。 

２. 近況報告 別紙レジュメ 

 ・9月入居、10月退居ついて説明する。新規で 9月より 1名入居され、10月

に退所された方が 1名を報告する 

 ・11月の開催であったので新規入所様についても併せて報告した。 

 ・行事について 

   ＊10/6、認知症サポーター養成講座：仁摩町宅野地区にて包括支援セン

ターの依頼を受け一緒に行ったこと 

   ＊10/6，包括支援センターより講師を招き虐待防止研修の実施 

       （施設内研修） 

   ＊10/20、夜間想定避難訓練の実施 

   ＊10/29、運動会の実施：その時の様子として午前・午後の部と行い 

       事前に練習された成果を大いに発揮し楽しい一日であったとの 

       感想を入居者さまよりもらった。また種目の中にはリレーもあ

り普段見られないような負けず嫌いな面を垣間見ることが出来



た。昼食は外注食を提供し、目先が変わり大変喜ばれたことを 

       報告する 

   ＊11/9、収穫祭として芋掘りを行う。全員が畑から掘ることは難しかっ

たが、事前に 掘っておいた芋を箱の中に疑似の畑を作り 

       そこから掘ってもらうなどで全員に体験してもらうことが出来

た。今度は玉ねぎを植える予定と報告する。 

 

３. 施設内見学の感想等 

   一人当たりのスペースの基準というのはどうなっているのか？ 

   ホールで少し密になっているのではと質問あり。 

   回答として、個室での一人当たりの最低面積は決まっている。見学時は 

   コロナ対応としてソーシャルディスタンスを取るために、食事場所のテーブ

ルを増やしているので、狭く感じたのではないだろうかと回答する。 

   本来、グループホームというのは家で生活している雰囲気を求めているが、 

   現状では施設感が否めない。3密も避けたいが認知面もあり、難しい状況であ

ることも補足させてもらった。 

 

４. その他 意見交換 

   ＊面会制限も解除され、実際の状況も活発になっている。現在は面会室のみ  

    だが、居室にも入ってもらえるように工夫をしていく予定である。最近の

県内発生のクラスターとなっているところは、介護施設が目立っている。 

    利用者さまから発症することは考えにくいので、まず職員が｛持ち込まな

い、持ち出さない、広げない｝の意識を持ち出退勤時の更衣や、スタンダ

ードプリコーションに沿って従事していること、毎年感染についての勉強

会や研修も行っている、毎週発表される県からの感染状況もチェックし感

染対策のレベルを上げるなどの対策をとっていることを説明する。昨年度

はインフルエンザの流行がなかったが、その分今年は流行する可能性が

大、利用者様や職員も予防接種を段階的に進めている状況であることも説

明する。その際に予防接種についての施設としての補助や助成金について

質問あり。施設としては西部共済会の補助を受けることで対応しているこ

とを説明すると、職員間の互助会があるのでは？その互助会費の活用法と

して 

    予防接種などの福利厚生に充ててはどうだろうか？との意見を頂く。別会

議での検討事案と返答する。 

 

   ＊地震や災害時の対応について：知見の方よりもし本当に火災などが発生し

た場合に地域の住民として何かできることはないだろうかと話し合ってい

るとのありがたいお言葉あり。具体的にこうしてほしいとかあれば訓練時

に一緒にやってみてはどうだろうかとも提案いただく。それに対して施設

側としては、日中・夜間を想定したマニュアルがあるが地域の方にご協力



いただけるのならば、避難した利用者様や入居者様の見守りや誘導などで

ご協力いただけるのなら大変心強いことだとお礼を伝える。地域の方も実

際に津波などを想定した避難訓練を行ったが、避難場所まで行くことは大

変だった。どうやって避難するかの方法も確保しておくべきではとの意見

も頂く。駐在さんからも「想定外は想定内」とお話あり。それに対して災

害や有事の際に、事業を中断せずにいけるようにＢＣＰ（業務継続計画に

も取り組んでいることも簡単に説明させてもらった。 

 

 

      次回予定       令和 4年度 1月 19日（水曜日）10：00～ 

 

 

 

 

  

    

    

    

  

      

  



地域密着型サービス 運営推進会議 報告書 

 

事業所名：小規模ホームあんきな 

ｻｰﾋﾞｽ種類：□グループホーム ・ ■小規模多機能型居宅介護 

     □地域密着型介護老人福祉施設入居者生活介護 

     □地域密着型通所介護 ・ □認知症対応型通所介護  

 

日 時 ：令和 4 年 1 月 19 日（水）  

 

出 席 者 ： 10 人 

 

利用者代表 欠席 知見を有する者 1 人 

利用者家族 1 人 大田市職員 1 人 

地域住民の代表 3 人 民生委員 1 人 

駐在所巡査長 1 人   

事業所職員（職名： 管理者、介護職員） 2 人 

 

議 題 ：  

6. 登録実績と利用状況について ＊別紙レジュメ参照 

7. 行事について 

8. 近況報告 

9. 外部評価について 

10. その他 

 

報告事項 

 ・コロナウイルス感染対策のため書面での報告とした。意見・要望はなし。 

 

 

 

   次回予定  令和 4 年 3 月 16 日(水曜日) 9：30～ 

  



地域密着型サービス 運営推進会議 報告書 

 

事業所名：グループホーム たてがみの郷 

ｻｰﾋﾞｽ種類：■グループホーム ・ □小規模多機能型居宅介護 

     □地域密着型介護老人福祉施設入居者生活介護 

     □地域密着型通所介護 ・ □認知症対応型通所介護  

 

日 時 ：令和 4 年 1 月 19 日（水） 

 

出 席 者 ： 10 人 

利用者代表 0 人 知見を有する者 1 人 

利用者家族 1 人 大田市職員 1 人 

地域住民の代表 3 人 民生委員 1 人 

駐在所巡査長 1 人   

事業所職員（職名： 管理者、リーダー ） 2 人 

 

議 題 ：  

11. 登録実績と利用状況 

12. 近況報告について 

13. 令和 3 年度 事業計画進捗状況 

14. その他、意見交換 

 

報告事項 

 ・コロナウイルス感染対策中の為、書面での報告とした。意見・要望・質問はな

し。 

 

 

 

 

 

 

次回予定       令和 4年 3月 16日（水曜日）10：00～ 

 

 

  

     

   

 

      



地域密着型サービス 運営推進会議 報告書 

 

事業所名：小規模ホームあんきな 

ｻｰﾋﾞｽ種類：□グループホーム ・ ■小規模多機能型居宅介護 

     □地域密着型介護老人福祉施設入居者生活介護 

     □地域密着型通所介護 ・ □認知症対応型通所介護  

 

日 時 ：令和 4 年 3 月 16 日（水）  

 

出 席 者 ： 10 人 

 

利用者代表 欠席 知見を有する者 1 人 

利用者家族 1 人 大田市職員 1 人 

地域住民の代表 3 人 民生委員 1 人 

駐在所巡査長 1 人   

事業所職員（職名： 管理者、介護職員） 2 人 

 

議 題 ：  

15. 登録実績と利用状況について ＊別紙レジュメ参照 

16. 行事について 

17. 近況報告 

18. その他 

 

報告事項 

 ・コロナウイルス感染対策のため書面での報告とした。 

 

(意見) 

市職員： 新型コロナウィルスワクチン接種の 3 回目接種について、グループホ

ームたてがみの郷においては終了されたとのこと。小規模ホームあんき

なにおいては如何でしょうか。引き続き感染対策に十分ご留意頂きた

い。 

 事業所職員： 小規模ホームあんきなにおいても 3 回目のワクチン接種は終了してい

ます。引き続き感染対策に留意いたします。(電話にて回答) 

 

 

   

  



地域密着型サービス 運営推進会議 報告書 

 

事業所名：グループホームたてがみの郷 

ｻｰﾋﾞｽ種類：■グループホーム ・ □小規模多機能型居宅介護 

     □地域密着型介護老人福祉施設入居者生活介護 

     □地域密着型通所介護 ・ □認知症対応型通所介護  

 

日 時 ：令和 4 年 3 月 16 日（水）  

 

出 席 者 ： 10 人 

 

利用者代表 欠席 知見を有する者 1 人 

利用者家族 1 人 大田市職員 1 人 

地域住民の代表 3 人 民生委員 1 人 

駐在所巡査長 1 人   

事業所職員（職名： 管理者、介護職員） 2 人 

 

議 題 ：  

19. 登録実績と利用状況について ＊別紙レジュメ参照 

20. 近況報告 

21. 自己評価及び外部評価の実施について 

22. その他 

 

報告事項 

 ・コロナウイルス感染対策のため書面での報告とした。 

 

(意見) 

市職員： 新型コロナウィルスワクチン接種の 3 回目接種について、グループホ

ームたてがみの郷においては終了されたとのこと。小規模ホームあんき

なにおいては如何でしょうか。引き続き感染対策に十分ご留意頂きた

い。 

 事業所職員： 小規模ホームあんきなにおいても 3 回目のワクチン接種は終了してい

ます。引き続き感染対策に留意いたします。(電話にて回答) 

 

 

   

 


